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教員養成系学部学生 と児童 の 蒸散の 役割や 土壌養分に対す る認識
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1 ．は じめ に

　植物 にとっ て蒸散 には 「水や土 壌養 分の 根か らの

吸 収を促進 し，運搬す る」「植 物体の 体温 E昇を防

ぐ」とい っ た生体維持 に 重要な役割 があり，植物が能

動的 に 生きる姿を理解するため の 有用 な教材 となり

得る．平成 20 年度 告示の 新学習指導要領で は，小

学校第 6 学年と中学校 の 第 2 分野 で 蒸散 の 学習を

行う．

　
一
方，橋本ら（1999）や 松森ら（1995）による児 童の

認識調査か ら，植 物成 長を考える トで ， 栄養分 を運

ぶ媒体 として の 水 の 役 割や 土壌養 分 の 必 要性 を 十

分認 識して い ない ことが示 され て い る．しか し，蒸散

の 役割や 土壌養分に関 する学生 の 認 識 調査 は まだ

行 われ て い な い ．

　そ こ で 本研 究 で は，小 学校 教員養成課程 の 学生 と

児童 を対象 に，蒸散 の 役割や 十壌 養分 の 認 識 に関

す る調 査 を行 っ た，

2 ．方法

　 2009 年 に国立 大学教 員養成系学部学生 計 216

名と国 立大学附 属小 学校第 6 学年 の 児童 計 76 名

を対象 に質閙紙調 査 を行 っ た．

　 なお ，児 童 に対する調査 は，「植物 の 養分と水の

通 り道 」で 蒸散に 関する学習が終了した後に行 っ た ．

3 ，主な結果 と考察

（i）植物に と っ て の
“
蒸散

”
の 役割

「植物にとっ て
“
蒸散

”
に はど の ような役割 ・意味が

あると思 い ますか ？ 」とい う質問を行っ た ．

学生 の 場合，体温調節に 関連した回答が最も多く，

そ の 中で 「人間の 汗と同じように
…

」とい っ た記 述 が

見 られ ， 汗 の 働きと関係付けて い ると考えられ た．ま

た，蒸散の 役割を呼 吸と混同 してい る者も見られた．

児童 の 場合，「余分な水を出す ］「体 内の い らない も

の を外 に 出す」とい っ た 排 出に関連 した回答が多く，

現行 の 扱 い では蒸散 の 役割を推測することは難しい

ことが判 明した，

（iの 植物成長 と土壌養分の 関係

「下 の 図（図 1）の ような条件に した植物は，これか

らど の ように なると思い ますか ？ あなたの 考 えに 近

い 項 目を塗り潰し，理 由も
一

緒に書い て ください ．」と

い う質問を行 っ た．項 目は
“
変わ らない

”“
成長して

い ぐ
’ “

枯れ てい く
” “

そ の 他
”

の 4 つ である．

図 1 質問紙 調査 に使用 した 図

　大 学生 ・児童ともに
“
成長して い く

”
の 同答が最も多

か っ た．そ の 回 答を選 んだ理 由として ，「光合成 が で

きるか ら」「成長の 必 要条件が揃 っ て い るか ら」などの

記述 が多く見られ ，植物成長 に上壌養分 とい っ た無

機栄養分が必 要で ある との 認識が弱い ことが判明 し

た．

4 ．まとめ

　今回 の 調査か ら，「水や 十壌養分 の 根か らの 吸収

を促進 し，運搬する 」とい う蒸 散 の 役割を理 解 し，明

確 に 説明 で きる者が 大 学生 で も非 常に 少 ない こ とが

判明した．

　次に ，大学生 ・児童ともに植物成長に光合成が必

要 で ある との 認 識は 強い が
， 土壌養分 とい っ た無機

栄養分が必 要であるとの 認識 が弱 い ことが判明した．

こ の ような状況 になっ た理 由として ，小 ・中学校 の 理

科教育にお い て 光合成 の み が 20 年間ほ ど重視され

続 け てきた ことが 考えられる．生き物 に おける水 の役

割 の 普遍 性や 多様性 ，さらに植物が能動的に 生 きる

姿を実感する上 で ，蒸散を通した植物 の 見方を広げ

る指導は大切であり，指導者側も十分に理解 してお く

必要があると考える．
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